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～その発行の歴史と傾向について～ 
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＜浮世絵切手発行枚数＞ 

日本：約 300 種 外国：約 1300 種 合計約 1600 種もの浮世絵切手が発行されている。 

（範囲：菱川師宣～明治期まで） 

 

＜日本における発行について＞ 

1.最初の浮世絵切手：1946（昭和 21）年 8月 1日発行、第一次新昭和切手 1円（青）、 

葛飾北斎の富嶽三拾六景「山下白雨」 

2.主なもの：切手趣味週間（1947～）、文通週間（1958～）、国際切手展開催時、相撲絵シリーズ（1978-79）、

ふるさと切手（江戸名所と粋の浮世絵）（2007-11）、浮世絵シリーズ（諸国名所と江戸美人）

（2012～） 

3.特徴：北斎と広重が圧倒的に多い、ついで歌麿・写楽と続く。意外と作者（浮世絵師）は限定されて

いる。（近年、菊川英山、鳥高斎栄昌が加わった） 

 

＜外国における発行について＞ 

1.歴史（大量発行の歴史） 

 Ⅰ期：1960 年代後半から 1970 年代前半にかけての発行 

 Ⅱ期：昭和天皇崩御の伴う平成改元に合わせての発行（1989-90） 

 Ⅲ期：広重生誕 200 年記念（1997） 

 Ⅳ期：北斎没後 150 年記念（1999） 

 Ⅴ期：日本国際切手展 2001（フィラ日本 2001）を記念しての発行（2001-02） 

 Ⅵ期：「日本の美術」と称する発行（2002-03） 

2.発行国とその特徴 

（1）Ⅰ期の初期、1960 年後半については、アラブ土候国（現在のアラブ首長国連邦を構成した首長国）

を中心とした発行。（ｼｬﾙｼﾞｬ・ｱｼﾞﾏﾝ・ﾏﾅﾏ・ﾌｼﾞｴﾗ等） 

※当時、これら土候国の切手は、郵便使用を目的としない切手（ある意味ラベル）として有害

扱いされていた。（しかし、ミッヘルカタログには採録） 

   1970 年代に入り、大阪万博の開催もあり、他の国からも発行されてきたが、やはり発行の中心は

同地域の国が大半。 

（2）Ⅱ期以降は、アフリカや中米カリブ海上の国々からの発行が大半を占めるようになった。 

（3）共通して言えることは、自国での郵便使用を殆ど目的としない、世界各地（主に日本）の郵趣家向

けの切手であること。（健全な発行ではない！） 



 

3.作者（浮世絵師）の特徴 

（1）日本切手と同様に北斎と広重が断トツに多い。（それぞれ、生誕・没後として取り扱われているこ

とも要因） 

（2）しかし、日本切手には全く採り上げられていない、多くの絵師の作品が発行されている。 

   浮世絵専門の文献にも、なかなか登場しない絵師たち、例えば上方浮世絵師。 

   →結果、浮世絵史を切手で表現することが出来た！ 

 

4.最近の発行事情（ここ 10 年位の傾向） 

（1）ここ 10 年くらいは、これまでの様な複数の国から一度に大量に発行されることはなくなった。 

  第Ⅵ期後、2004～09 年コンゴ、モザンビーク、サントメプリンシペから単発的に発行されたが、 

2010 年以降は他の国を含めて単発的に発行される程度に落ち着いている。 

（2）日本国際切手展 2011 においても、浮世絵切手はほんの僅かしか発行されなかった。 

 

5.まとめ 

（1）外国から発行された浮世絵切手について言えば、 

・発行されるとなると、一時期にまとまって発行される傾向がある。 

オムニバス（数ヵ国以上が同じ目的で同じ主題のもとに発行する切手群）的に発行されている。 

・切手発行政策面から見ると、決して健全なものとは言えない発行形態が殆ど。 

  （外貨稼ぎのエージェント会社が介入したものが大半） 

 ・多種多様の題材があり、日本切手以上にバラエティーに富んでいる。 

（2）上記発行期を見ると、第Ⅰ期は日本の高度成長期、第Ⅱ期はバブル経済期、そして日本国際切手展

2001 までが、郵趣界が元気であった時期か？   

   2003.4 日本郵政公社化、2007.10 日本郵政(株)発足、大量の日本切手の発行に収集家も収集が追

い付かず、日本切手だけでも大変なのに、エージェント会社介在見え見えの外国切手まで手が回

らないのが現状。エージェント会社も日本では商売にならぬと悟ったか？ 

「外貨目的の切手は繁栄国を示す」と言われている。日本の郵趣文化が永続的に発展することを

願いたい。 

 

以上 
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